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2017年8月に発表されたペルーのレストラン・ラ
ンキングSUMMUMでは，ベスト10のうち，第1位
にMaido， 第2位にOsaka， 第4位にCostanera	700
と，ニッケイ料理のレストランが3つもランクインし
た。 本書によれば，ニッケイ料理とは日系人が創作
した料理で，ペルー料理に醤油や味噌，味の素などの
日本の調味料を加えてアレンジしたものを指す。 刺
身にペルー風ソースをかけるティラディートや，ス
ライスしたタコをオリーブのソースで和えるプルポ・
アル・オリボが代表例である。 ほかにも，さまざま
な食材を使った巻き寿司の店や，ラーメン，カツ丼，
カレーライスなどの手軽な日本食のレストランも増
えており，リマのレストランはさながらニッケイ・
ブームにある。 そのブームを理解するために，初期
の日系人の食事にまでさかのぼったのが本書である。
ペルーではこれまで，日本食よりも中華料理の人気
が高かった。 日本人より半世紀ほど早くペルーへ移
住した中国人がもたらした料理は，チーファの名前
で知られ，安くておいしい料理の代名詞となってい
る。 そのレストランは，リマだけでなく地方都市で
もあちらこちらでみかける。
一方で日本食は，日系人家庭の食生活の基本であっ
たが，世代交代のなかでペルーの食文化を取り入れた
「日系食」に変化した。ただし日系食は，日系社会のア
イデンティティーをつなぐものではあっても，ペルー
社会のなかで価値があるものとは考えられていなかっ
た。それは二世たちが，家庭内の日系食を，外に知ら
れると恥ずかしいものだと感じていたからである。
そのような日系食の評価を高めたのが，日本料理を
知るペルーの一部の美食家である。 彼らが日系人に
よる新たな創作料理をニッケイ料理として評価した
ことが今日のブームにつながり，さらにニッケイ料
理は国境を越えてほかのラテンアメリカの国々にも
広がりつつある。 本書を読めば，その人気の理由が
より深く理解できるだろう。	 （清水達也）
本書は「グローバル・サウスはいま」と銘打ったミ
ネルヴァ書房のシリーズ本の1冊に当たる。「グロー
バル・サウス」という概念は，グローバル化により発
展途上地域の問題は複雑化しており，従来の「南の世
界」と「北の世界」という区分では分析できないとの考
えから，シリーズの監修者たちにより考え出された
ものである。 すでにアジア，中東，アフリカの巻が
刊行されている。
本書では，ラテンアメリカに関する非常に多様な
テーマがとりあげられている。 2部からなる構成の第
1部では「ポスト新自由主義に向けた社会構想―その
経緯と現在」と題し，地域横断的なテーマとして，左
派政権の可能性と困難（第1章），ベネズエラ，ボリ
ビア，エクアドルなど「ピンクの波」と呼ばれる左派
政権の評価（第2章），米州地域統合の歴史と現状（第
3章），先住民運動の多様性と21世紀の課題（第4章），
グローバル・バリューチェーン（第5章），経済社会の
変化（第6章），米国社会における在米ラティーノの影
響力の高まり（第7章）が論じられる。 第2部では「ラ
テンアメリカ諸国の課題」と題し，キューバの革命か
ら今日までの社会主義体制の変容（第8章），ベネズエ
ラのチャベス政権を支える社会運動間の勢力関係の
変化（第9章），ブラジル経済の長期的な構造転換の特
徴（第10章），メキシコの麻薬問題（第11章），コスタ
リカのエコツーリズム（12章），アルゼンチン政治に
おけるペロニズム運動の意義（第13章），チリのコン
セルタシオン政権の成果と課題（第14章）が論じられ
る。 このほかに章の説明を補足する4つのコラムと
関係年表が添えられている。
ラテンアメリカが多様で複雑な問題を抱えている
ことが理解でき，タイトルどおりの読後感を残す本
である。	 （星野妙子）
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